
２０１９年度 事 業 計 画  

（2019年4月1日～2020年3月31日） 

Ⅰ 基 本 方 針 

法人会の原点である税知識の普及、納税意識の高揚に努め、税制・税務に関する提言を行い、も

って適正・公平な申告納税制度の維持・発展と税務行政の円滑な執行に寄与するとともに県内各地

における地域企業と地域社会の健全な発展に貢献することを目的に活動し、公益目的支出計画を適

切に遂行する。また、コンプライアンス・ガバナンスの徹底や適切な事務運営を目的として、これ

らに係る諸規程の整備を行う。 

また、組織、財政基盤の再構築を図るために、地域の活性化に配慮しつつ、諸施策に取り組む。 

 

Ⅱ 主な事業計画 

１.公益関係 

（1）研修相談事業 

○ 県連においては、講師・教材の斡旋等により、単位会の研修活動を支援するとともに、

役職員を対象にした研修会を持つなど、県連にふさわしい研修活動の推進に努める。 

○ 国税電子申告（イータックス）・ダイレクト納付と地方税ポ－タブルシステム（エルタック

ス）及び、消費税期限内完納の普及推進に努める。 

      

（2）租税教育事業 

    青年部会、女性部会が主体となり事業を実施 

   ○ 青年部会については、｢青年部会のあり方｣に沿って｢税の啓発｣をはじめとする活動の充実

を図り、「租税教室」の講師派遣を支援する。県内においては、法人会活動の充実と活

性化に寄与することを目的とし、県内統一事業を開催する。      

   ○ 女性部会については、｢女性部会のあり方｣に沿って、法人会活動の充実・活性化に努め、

全国的に展開している「税の絵はがきコンクール」の事業を支援し、税の啓発活動を進

める。 

   ○「税についての作文・習字の募集」事業の協力 

     引き続き、主催の中国納税貯蓄組合連合会に協賛し、それぞれ優秀作品には、鳥取県法

人会連合会会長賞として賞状と副賞を贈呈する。 

 

（3）税制提言事業 

○税制委員会による３単位会の税制改正要望事項の取りまとめ 

   ○税制行政の円滑化を図るための要望等を関係当局に提言し、その実現に努める。 

   ○全国大会･税制改正要望大会への参加 ～１０月３日(木)三重大会 

 ○２月開催「税制委員セミナー」への参加 

 

（4）税の広報事業 

 全国統一の活動のために全法連が作成した租税教育用教材等を活用し、その充実を図る。 
また、法人会のイメージアップ・知名度向上や会員増強等を図るための広報を充実させる

とともに、公益法人制度改革を踏まえ、広く国民に対し税の啓発に資する広報活動を積極的

に展開する。 

 



○ホームページ、新聞、テレビ等を積極的に活用し、地域の特性を活かした広報に努める。 

 今年度も、鳥取県連独自のＣＭを放映する。 

○会報の発行  年１回 １月発行 

○県内統一イベント「税金クイズ」を実施する。 

 

（5）助成金運営事業 

   県内各単位会が行う「税の適正申告納税環境の維持発展、税の啓発事業」及び「地域企業

と地域社会の健全な発展に貢献する事業」に対して、全法連から事務委託を受けて、助成事

業が適正かつ円滑な運営が行われるよう、助成金申請・実績報告の取りまとめ、指導・研修・

調整等を行う。 

 

 

２.共益関係 

（1）福利厚生事業 

福利厚生制度の充実と法人会の財政基盤のより一層の強化を図るとの観点に立ち、引き続

き取扱三社との連携を強化する。平成29年・30年度で推進した全法連主導による「ふやそう

２万社GOGOキャンペーン」の勢いを引き続き安定的な成長となるよう協力3社との協調に努め

る。 

2019年度・2020年度は、経営者大型総合保障制度創設（1971年）から50周年の節目である

2021年に向け「想いをつないで50年会員企業をまもりたい」キャンペーンを実施する。 

 

（2）会員支援事業 

    ○ 総会時、青連協、女連協の懇親会を通じ交流を図る。 

  ○ 単位会が安定した事業が行えるよう支援する。   

 

（3）会員増強活動 

全国的に会員数が減少傾向にある中で、現状維持できるよう表彰制度を継続する。 

 

（4）鳥取県「とっとり出会いサポート事業」の業務受託 

  １．事業の目的 

結婚を希望する独身者の様々なニーズに対応するため、「とっとり出会いサポート事業」

での独身者に対するきめ細かな支援の充実に加え、島根県との連携など出会いの機会の充実

や結婚の機運への熟成を図りながら、独身者の実情に沿った。総合的な支援を行うこととす

る。 

 

（1）会員数増加の取組 

   ○会費割引を導入 

    えんトリーは平成 31年 2月で成婚組数が 83組となり、目標を 1年前倒して達成出来た

とともに、2019年 12月で開所 5周年を迎える。より多くの出会いの機会の創出のため、登

録までの一押しが必要と考え紹介割引を導入。生命保険 3社、美容組合、協力企業、えんト

リー会員、成婚カップル、LINE会員、出会いサポーターから紹介された方の新規登録料を

半額割引とする。 

 



 ○えんトリー賛助会員登録制度 

     えんトリー会員への料金割引やプレゼント等のサービスの提供により、カップル成立、

成婚に至る流れにインセンティブを加える。 

     賛助会員の PR をえんトリーセンター内でチラシ配架、結婚応援企業、えんトリーHP

でのバナー広告、えんトリー会員・えんトリーLINE会員・カンパニー登録グループへの

メルマガ等による PR 

   

（2）会員サービスの向上 

 ○お引合せ前チャット機能の導入 

     お引合せが決定した会員同士が好きなもの、興味があるものの情報交換をし、お引合せ

当日の会話をスムーズにすることで、カップル成立率をあげる。 

 

   ○カップルサポート機能の導入 

     婚活サポーターや市町村、カンパニー婚活で実施したイベントで成立したカップルが登

録し、出会いサポーターが相談を受けたり、定期的に交際状況の確認をし成婚までの後追

いをする。併せて、えんトリーが実施するカップルフォローセミナーや、いい恋白うさぎ

縁結び手帖の協賛店情報を、メルマガで情報提供する。 

 

（3）認知度の向上 

   ○えんトリーが結婚相談事業の認定を受けた後、テレビによるえんトリーの CMを放送する。 

 ○SNSを利用した宣伝、フォロワー数の多い方に依頼し多方面による認知度を高める。 

    認知度の高い人からの案内により後押しを狙う。 
 

  

３.管理関係 

（1）情報開示の徹底 

     公益法人制度改革を踏まえ、諸規定の整備を図るとともに、法令に基づく適正な情報開

示に努める。 

 

（2）事務運営の充実 

ホームページ等により、一般市民に対する「税」をはじめとする様々な情報の発信や会

活動のＰＲを図る。 

  また、公益法人制度改革を踏まえ、事務局のより一層の充実、並びに適正な会計処理に

努める。 


